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 今回から、平成23年９月に実施した「人権に関する市民意識調査」の結果についてお

知らせします。

 調査対象は、市民の中から無作為に抽出した20歳以上の男女各６００人の計１,２００人

で、有効回収率は３９.６％でした。年代別は、グラフ①のとおりです。前回と比べて20代、

60代が特に減少しています。回収率を上げるために、今後は調査方法の見直しや人権意

識の向上を図っていきます。

 「どの人権問題に関心があるか」の問いに対する回答結果は、グラフ②のとおりです。

「障がいのある人」「子ども」「高齢者」「女性」「インターネット」「同和問題」など人権

問題に幅広く関心が高いことから、今後も引き続き、様々な分野の人権問題の啓発に対応できる人材の発掘や講師の

育成に向けた取組が必要であると考えます。

市ホームページの自治基本条例の取組のページに、過

去の会議の内容（資料、会議要旨）を掲載しています。

併せて、自治基本条例に関するご意見も随時、募集し

ています。また、市民ワーキンググループ会議は原則、

公開していますので、傍聴を希望する人は企画課まで

お問い合わせください。

【問合せ】 〒８７７－８６０１ 

 (住所記載不要)企画課政策企画係

 ☎２２－８２２７（市役所６階）

 （ＦＡＸ）２２－８３２４

 （メール）kikaku@city.hita.oita.jp

◆前文

◆総則（目的、条例の位置付け、定義、自治の基本原則）

◆各主体の権利及び責務（市民の権利、市民の責務、

 事業者の責務、市議会の責務、市議会議員の責務、

 地域コミュニティの役割、地域コミュニティへの

 加入、地区自治協議会、小規模集落等対策、子ど

 もの健全育成及び権利、市長の責務、職員の責務）

◆参画と協働（参画と協働の推進）

◆住民投票（住民投票）

◆市政運営（政策法務、組織及び人事政策、総合計

 画、財政運営、行政評価、審議会等、情報公開及

 び情報提供、説明責任、広報広聴、個人情報保護、

 パブリックコメント手続、市外の人々等との交流

 及び連携）

◆その他（条例の見直し）

 現在、市民ワーキンググループでは今までの会議で

議論してきたことを踏まえて条例のたたき台を作って

います。たたき台（案）の構成は次のとおりです。

たたき台（案）の構成（検討段階）

みんなでつくろう自治基本条例 （第６回）

20歳代 15.1％

今回
前回（平成18年）

22.2％

43.1％
55％

46.7％
49.5％

30.5％
30.1％

42.7％
39.4％

34.7％
31.3％

39.6％
35.6％

30歳代

40歳代

50歳代

60歳代

70歳代

80歳以上

[グラフ① 年齢別回収率] [グラフ② 関心がある人権問題（３つまで回答）]

女性……………………
子ども…………………
高齢者…………………
障がいのある人………
同和問題………………
アイヌの人々…………
外国人…………………
エイズやハンセン病…
刑を終えて出所した人
犯罪被害者等…………
インターネットなど…
その他…………………
特にない………………

32.1％

33.8％

33.2％

23.1％

1.1％

4.8％

11.6％

8.4％

13％

9.2％

1.8％

30.5％

46.2％

第15回市民ワーキンググループ会議

と き：４月10日㈫ 

    午後７時～９時

ところ：市役所７階中会議室

【問合せ】人権啓発センター ☎２２－８０１７（市役所別館１階）




